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約 115 カ国、延べ 25,000 ⼈近くの出版関係者が集うロンドンブックフェア（4 ⽉ 8〜10

⽇）に参加してきました。Earls Court での開催は今年が最後で、来年からは Olympia に

会場を移すそうです。今年も各ブースを回って⽇本市場向けのタイトルを発掘するととも

に、⽇本の作品の紹介も⾏いました。 

 

 

まずは現地で⾒てきた興味深いタイトルのご紹介から。 

 

 

貧乏⼈だけではなく、お⾦持ちも同等、あるいはそれ以上に

お⾦で苦労するのはなぜか？ ⽇本ではまだまだお⾦に関

する教育が⼀般的でない中、本書はお⾦との付き合い⽅をス

テップバイステップで解説。お⾦との関係は、⼈間関係と同

じく⼭あり⾕ありで、最終的には LOVE が⼤切と説く著者は、

お⾦との付き合い⽅に関するエキスパート。お⾦に関する異

⾊の教育本である本書には Amazon で 100 を超えるレビュ

ーがついていて、関⼼の⾼さが伺えます。 

http://www.katenorthrup.com/book/ 

 

 

http://www.katenorthrup.com/book/


マイケル・ジャクソンやホイットニー・ヒューストンの死に薬

が関連していたことは記憶に新しいですが、もし⾃分の家族が

誤った薬の処⽅で死亡したら、あなたはどうしますか？ 本書

は、⾃分の娘が誤処⽅によって死亡したことに強い疑念と怒り

を覚えた著者が、製薬会社や関連企業を独⾃調査して薬にまつ

わる問題をあぶり出したものです。著者はカナダの国会議員で、

現在は Drug Safety Canada の理事も務めています。不正の

まかり通る製薬業界を糾弾した衝撃の内容で、⽇本でも製薬会

社の不正が明るみに出ている折、⽰唆に富む⼀冊です。

http://www.amazon.ca/dp/0889629617/ 

 

 

ミュージシャンとして⽣きていく⼼構えから、オーディショ

ンに受かるための具体的なアドヴァイスまで、⾳楽で⾝を⽴

てていくのに必要な情報が詰まった⼀冊。電⼦版（英語）が

出てから⽇本でもぽつぽつと売れているそうで、⽇本語版の

需要はありそう。著者が仕事で年に 3 回来⽇しているのも、

プロモーションには好材料といえます。 

http://www.amazon.ca/dp/0889629277/ 

 

 

 

 

世界のペンギンの⽣態を網羅したビジュアルブ

ック。著者は BBC での受賞歴もあるフォトグラ

ファーで、本書ではライターも兼ねています。『皇

帝ペンギン』を観て涙して以来、ペンギンものに

はつい反応してしまいます……。 

https://rowman.com/ISBN/978158979792

5 

http://www.amazon.ca/dp/0889629617/
http://www.amazon.ca/dp/0889629277/
https://rowman.com/ISBN/9781589797925


 

 

 

 

がんを取り巻く最新の状況を伝える⼀冊。科学者や医療従事者

へのインタビューを交え、がんの「今」を紹介しています。 

https://rowman.com/ISBN/9781442215207 

 

 

 

 

 

マイケル・ジャクソンが憧れ、後年マイケルのステージパフォ

ーマンスにも影響を与えたといわれる偉⼤なミュージシャン

にしてエンターテイナー、ジェームス・ブラウン。実の娘によ

る伝記が、今年の 9 ⽉に発売予定。 

http://www.ipgbook.com/cold-sweat-products-9781883

052850.php?page_id=21 

 

 

 

 

 

はい。完全な個⼈的趣味です。スミマセン。 

http://www.amazon.co.jp/dp/0897501705 
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トルコの Kalem Agency から紹介された Hakan Gunday とい

う作家は、現在 25 ⾔語に翻訳されるほどの⼈気。『AZ (The 

Few)』という作品は「2011 年度のトルコで最⾼の⼩説」とい

う評価を受けているようです。⽇本での版権はまだあいており、

⽇本で出版される際は、翻訳費⽤、出版費⽤の援助も出るそう

ですから、ぜひ検討されてみてはいかがでしょうか？ 

（Hakan Gunday には『AZ (The Few)』の他に、『Loss (Ziyan)』

（2009）、『A Cautionary Tale』（2005）という⼈気の⼩説も

あり、いずれも⽇本語版権はあいています。 

 

版権輸出に関してもいろんな可能性があります。 

 

Jacaranda Literary Agency は、インド、シンガポール、フィリピン、中国等、アジアの

作家を世界に紹介しています。 

 

フィリピンでは初の作家エージェ

ントとなるAndrea Pasion-Flores

さん（写真中央）も Jacaranda の

⼀員で、彼⼥とは、先⽇亡くなっ

た、フィリピンのルバング島に約

30 年間潜伏していた⼩野⽥寛郎

さんの著作をワールドワイドに展

開しようということになりました。 

 

朝⽇新聞の追悼記事でも取り上げられていましたが、⼩野⽥さん

は戦争という両国の悲劇を乗り越えて、今では友好のシンボルに

までなっており、その数奇で⼈間の可能性を⽰した彼の⽣涯は世

界に紹介されるべき、という意⾒で⼀致しました。 

 



 

⼀緒に写っている⼥性はトルコの Bencekitap という出版社

の⽂芸編集者 Didem Yildirim さん。会場に向かう道すがら

知り合って仲良くなり、⽇本の⽂芸作品を紹介してほしいと

⾔ってくれました。こういうネットワーキングが後で思いが

けずビジネスに発展することもままあります。 

 

 

Amazon Publishing では規模拡⼤のため、世界中で編集者をスカウトしています。『富⼠

⼭』（⽥⼝ランディ）、『叫びが聞こえる』（岸本志帆）の英訳版（ソフトカバー／キンドル

版／オーディオ版）を出してもらっている、AmazonCrossing の B ⽒、G ⽒とも打ち合わ

せ。新たな⽇本のタイトルのご提案をしました。ちなみに Amazon Publishing は現在ド

イツ市場にも⼒を⼊れており、Amazon Publishing で出版された英語のタイトルのうち、

今年は 200 タイトル近くをドイツ語に翻訳してドイツで出版するそうです（まずはキンド

ル版から）。また、Amazon 傘下にあるオーディオブックの最⼤⼿企業 Audible が世界進

出の準備をしていて、これからドイツや⽇本でも本格始動を始めるようです。 

 

 
 



そして、⽂芸翻訳に関するセミナーも参加してきました。 

 

 

Amazon Publishing やブリティッシュ・

カウンシルがスポンサーとなって開かれ

たもので、各国⾔語の翻訳者が⼀堂に集

い、翻訳者としての⼼得から、テクニカ

ルな問題の対処法にいたるまで、様々な

テーマで翻訳出版の醍醐味を共有してい

ました。英語圏の出版イヴェントでこれ

だけの規模の「⽂芸翻訳」に関するセミ

ナーが開かれ、盛況だったこと⾃体、と

ても新鮮でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



また、IT 企業やテクノロジー企業が出版ビジネスに数多く参⼊していました。 

 

Bluebottlebiz が展開するのは、出版社にかかわらずキーワードに関連した電⼦書籍を串刺

し検索でき、ブラウザ上で読み放題、というサービスです。ゼネラルマネジャーの

Cayetana Pablos ⽒によると、現在、マグローヒルをはじめ、有名出版社を含む 85 社が

コンテンツを提供しており、毎⽉売上からレベニューシェアが出来ているため、出版社も

概ね満⾜しているとのこと。こういったアグリゲーション型のベンチャーは今後も増える

かもしれません。 

 

 
 

また、世界最⼤のオーディオブックサービスを展開する Audible（現在は Amazon 傘下）

が、Audiobook Creation Exchange（ACX）という出版社や著者にオーディオブック制作

の場を提供するプラットフォームを⽴ち上げていますが、現在では毎週 100 タイトルペー

スで依頼があり、これまでに延べ 16,000 タイトルものオーディオブックを制作したそう

http://bluebottlebiz.com/
http://www.acx.com/


です。⽇本ではまだあまり浸透していませんが、このオーディオブックを取り巻く環境が

アメリカでは驚くほど進んでいて、ケイト・ウィンスレットのような著名俳優を起⽤した

り、ナレーターのオーディションを開催するなど、新たな雇⽤も創出しながら、これまで

にない出版のエコシステムを形成するに⾄っています。 

 

最後に、今回のブックフェアで感じたことになりますが、アメリカを先頭に出版ビジネス

のあり⽅が⼤きく変貌しつつある中、⼤切なことは、電⼦書籍やオーディオブック、ある

いは副次権の販売から作家のブランディングも含め、作品、あるいは作家の持つポテンシ

ャル（利益も含め）を最⼤限追求できる企業、あるいは集団、個⼈が次世代に⽣き残れる

のではないかということでした。 

 

近⾕浩⼆ 

（ご意⾒・ご感想はこちらまで chikatani@trannet.co.jp） 
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